校　内　研　修　計　画

甲州市立松里中学校

１　学校課題
本校は学校教育目標「自ら求め、学び、拓く生徒の育成」のもと、教職員一丸となって生徒の主体的な学習活動を支援している。生徒は授業や生徒会活動に意欲的に取り組み、伸び伸びと成長を続けている。授業には真摯に向き合い、一生懸命取り組むことができるが、自己表現や粘り強く学び続けることには課題が見られる。授業は学校生活の基盤であり、生徒が主体的に学ぶ姿勢を養うことは、豊かな学校生活を送る上で不可欠である。今年度、改めて教育目標をもとにした研究主題「自ら求め、学ぶ生徒の育成」と、職員の「子供主体の授業づくり」への意識改革とクラウド環境の有効活用を推進するとともに、生徒一人ひとりの興味関心に基づいた学びを深め、主体的な学びを引き出す教育を目指すことを確認した。そして、個別最適で協働的な学びを通し、生徒の探究心や思考力を育成していく。また、生徒が自ら学びに向かう意欲を高められるような「学びの基盤づくり」を着実に進めていき、生徒一人ひとりが未来を拓く力を育めるよう、学校全体で教育活動を推進していきたい。
２　研究主題　　　　　　　　
「自ら求め、学ぶ生徒の育成」
～子供主体の授業づくり・自己調整力の育成を目指して～
３　主題設定の理由

令和の日本型教育（「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的充実）「一人一人が主語」である「子供主体の授業」の日常化を目指していく。全ての子供に基礎的・基本的な知識・技能を確実に習得させ、思考力・判断力・表現力等や、自ら学習を調整しながら粘り強く学習に取り組む態度等を育成していけるような「指導の個別化」を図りたい。また、教師が子供一人一人に応じた学習活動や学習課題に取り組む機会を提供することで、子供自身、学習が最適となるよう調整する「学習の個性化」も必要である。「指導の個別化」と「学習の個性化」という２つの側面を踏まえるとともに、クラウド環境の有効活用も含め、生徒が主体的に学習を進め、「子供主体の授業」に向けて、それぞれが自分にふさわしい学習方法を模索し、自己調整していく態度を育成したいと考え、本主題を設定した。
４　研究の具体的な内容と方法
　（１）学びのつながり・学びの広がり・学びの深まり
①子供主体の授業づくりを目指した一人一実践
　　　　子供主体の授業づくりを目指し、学習形態や学習環境、学習内容を選択できるような複線型の授業づくりを行いたい。生徒一人ひとりが問題解決にむけての目的意識をもち、問題発見・解決能力を伸ばして、「見方・考え方」を働かせることで言語能力や思考力・判断力・表現力等も高められるような授業の在り方を探っていく。そして、教科等の目標を実現するとともに、情報活用能力の向上を図りたい。
②探究のサイクルを意識した授業づくりの追究

　　　　　探究のサイクル（課題の設定 → 情報の収集 → 整理・分析 → まとめ・表現 → （新しい）課題の設定 → …というように、振り返って考えを更新しながら試行錯誤を続けること）を意識した学習活動を行う。授業後の振り返りでは、「やったこと」「わかったこと」 「次にやること」を明確にして、メタ認知能力を身に付け、「これができないから、こうしよう」「これが得意だからこんな風に伸ばそう」というように、自己調整力を高められるよう工夫する。また、学びを深めるためのツールとしてクラウド環境を活かしたい。
（２） 学びの基盤づくり　
①５Cを意識した5baの取り組み

　　　　　　松里中学校で大切にしたい５C「communication（言葉の力　対話）」「challenge（ゴールへ　挑戦　継続）」「curiosity（やってみよう　好奇心）」「co-operation（協働　切磋琢磨）」  「community（地域連携　貢献　誇り）」を身に付けるために、5つの取り組みを行いたい。「夢をかなえる」ための「場」として 「5ba」に取り組み、学びの基盤づくりを行いたい。

②WEBQU の実施と結果分析

学級・集団づくりの質の向上のため、WEBQU を実施し、学級経営に活かしていく。「人」や「もの」を大切にする心を育て、仲間とのつながりを意識した学級経営を模索し、「感謝」の気持ちを伝え合える安心感や信頼感のある人間関係（相互依存）の構築を図る。
（３） がん教育の推進
今年度松里中学校では、「令和7年度がん教育等外部講師連携支援事業」の推進校指定を受けている。がんに対する正しい知識とがん患者への正しい理解及び命の大切さに対する認識を深めることや、健康と命の大切さについて学ぶことを通して、自らの健康を適切に管理し、望ましい生活習慣を確立していくための資質・能力を育成すること等を目的として、保健・体育科を中心に学校全体でがん教育の推進を行っていきたい。
年　間　校　内　研　修　計　画
	回
	月　　日
	曜
	研　究　内　容
	備　考

	１
	４月３日
	木
	昨年度の成果と課題、今年度の方向性の提案
	全体

	２
	４月１４日
	月
	今年度の方向性の提案②
	全体

	３
	５月１２日
	月
	Nobasubaタイムに向けて
振り返りシートについて
	全体

	４
	６月２３日
	月
	研究授業者決定　QU分析①　
	学年ブロック→全体

	５
	７月９日
	水
	授業づくりについての実践発表
	全体

	６
	８月２１日
	木
	がん教育指導案検討
	全体

	７
	９月２９日
	月
	インクルーシブ教育校内研修など
	全体

	８
	１０月２７日
	月
	研究授業に向けた指導案検討①　QU分析②
	学年ブロック→全体

	９
	未定
	
	がん教育公開授業・授業研究会
	全体

	１０
	１１月２６日
	水
	研究授業に向けた指導案検討②
	全体

	１１
	１２月５日
	金
	研究授業　教諭は今後検討
	全体

	１２
	１月７日
	水
	授業づくりについての実践発表や振り返り
	全体

	１３
	２月２４日
	火
	今年度のまとめと来年度の方向性

研究紀要について
	全体


（研究主任　竹川　佳那）　 
Nobiruba　（長期休みやテスト前の学習の場）


Nobasuba　（興味あることを学ぶ場）


Manabinoba　（目的をもって取り組むプロジェクト）


Souzounoba　（学んだことを発表する場）


Musicnoba　（全校合奏の取り組み）








